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第９０回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「海のひなたへ ～神戸と宮崎の未来を結ぶフェリーとして～」

　　　　　　　　宮崎カーフェリー株式会社

　　　　　　　　　代表取締役社長　　郡司　行敏　氏

 

第９１回　月例会概要

　（１）事業経過報告等･････････････････････････････････････････････････････････

　（２）講演　「季節予報の改善と利活用について」

　　　　　　　　大阪管区気象台　気象防災部

　　　　　　　　　気候変動・海洋情報調整官　　和田　　晃　氏

事　業　報　告

神戸港海上工事に伴う船舶航行安全対策検討調査（護岸築造編）第２回委員会････････

会　務　報　告

第９１回業務運営会議･･･････････････････････････････････････････････････････････

第３１回通常理事会･････････････････････････････････････････････････････････････

第９２回業務運営会議･･･････････････････････････････････････････････････････････

第１１回定時総会･･･････････････････････････････････････････････････････････････

第３２回通常理事会･････････････････････････････････････････････････････････････

船舶交通随感

第１３回　船舶交通と人工知能（AI）に関する一考･････････････････････････････････

事務日誌抄･････････････････････････････････････････････････････････････････
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・令和４年度新規入会者

・大阪湾における台風等来襲時の走錨海難を防ぐために

・令和４年度海の事故ゼロキャンペーン
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第９０回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和４年４月２７日（水）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市勤労会館　２階 多目的ホール

３　出　席　者　　２１名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　宮崎カーフェリー株式会社 代表取締役社長　郡司　行敏 氏により「海のひ

　　　　なたへ ～神戸と宮崎の未来を結ぶフェリーとして～」と題し、講演が行われた。

※　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で開催した。



≪第９０回月例会講演資料≫
　

海のひなたへ ～神戸と宮崎の未来を結ぶフェリーとして～
　　　　 

　　
 

　　講師　宮崎カーフェリー株式会社　　　　　  　  

代表取締役社長　 郡　司　行　敏　氏
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第９１回　月　例　会　概　要

１　日　　　時　　令和４年５月２５日（水）１５:００～１６:００

２　場　　　所　　神戸市勤労会館　２階 多目的ホール

３　出　席　者　　２４名

４　概　　　要　　

　　　（１）事業経過報告等

　　　　　奥原専務理事から事業報告及び会務報告が行われた。

　　　　　

　　　（２）講　演

　　　　　大阪管区気象台 気象防災部 気候変動・海洋情報調整官　和田　晃 氏により

　　　　「季節予報の改善と利活用について」と題し、講演が行われた。

※　新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で開催した。
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≪第９１回月例会講演資料≫
　

季節予報の改善と利活用について
　　　　 

　　
 

　　講師　大阪管区気象台 気象防災部　　　　　　　　　　 

気候変動・海洋情報調整官　和　田　　　晃　氏
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事 業 報 告
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神戸港海上工事に伴う船舶航行安全対策検討調査（護岸築造編）

第２回委員会

１　日　　　時　　令和４年５月２７日（金）１５：００～１６：１５

２　場　　　所　　三宮研修センター　８階　８０５号室

　　　　　　　　　(Web会議併用)

３　出　席　者　　別紙のとおり

４　議　　　題　　

　　（１）第１回委員会議事概要（案）について

　　（２）工事計画の概要（修正版）について

　　（３）船舶航行安全性の検討（修正版）について

　　（４）船舶航行安全対策（修正版）について

　　（５）報告書構成（護岸築造編）について

５　資　　　料

　　（１）検討資料委２－１ 第１回委員会議事概要（案）

　　（２）検討資料委２－２ 工事計画の概要（護岸築造編）（修正版・案）

　　（３）検討資料委２－３ 船舶航行安全性の検討（護岸築造編）（修正版・案）

　　（４）検討資料委２－４ 船舶航行安全対策（護岸築造編）（修正版・案）

　　（５）検討資料委２－５ 報告書構成（護岸築造編）（案）

　　（６）参考資料委２－１ 第１回委員会での主な指摘事項及びその対応

　　席上配付資料

　　（１）席上配付資料委２－１ 検討資料委２－２　48頁 差し替え

　　（２）席上配付資料委２－２ 検討資料委２－４　23頁 差し替え

６　議　　　事

　　　事務局により出席者及び資料の確認を行った後、古莊 雅生 委員長により議事が進

　　められた。閉会にあたり委託者の神戸港湾事務所 所長 松本様より挨拶が行われた。

７　審 議 結 果

　　　提示された検討資料は、一部文言について委員会における意見等を盛り込み修正す

　　ることを前提に了承された。

以　上　
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別　紙

出　席　者　名　簿

（順不同・敬称略、         ：欠席者）

（※：常任調査研究委員・　：Web会議出席者）

委　員　長　　古　莊　雅　生　　神戸大学名誉教授 ※

委　　　員　　淺　木　健　司　　海技大学校教授 ※

　　〃　　　　望　月　　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長 ※

　　〃　　　　松　岡　耕太郎　　(一社)日本船長協会技術顧問 ※

　　〃　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店支店長 ※

　　〃　　　　澤　村　正　也　　(株)商船三井海上安全部部長代理 ※

　　〃　　　　管　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長 ※

　　〃　　　　加　藤　琢　二　　神戸旅客船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　井上　誠　専務理事)

　　〃　　　　大　東　洋　治　　兵庫海運組合理事長

　　〃　　　　久　保　昌　三　　兵庫県港運協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　稲田　重彦　専務理事)

　　〃　　　　桑　田　昌　季　　日本押船土運船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　石田　竜也　業務委員)

　　〃　　　　寄　神　茂　之　　神戸起重機船協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　阪本　克己　担当委員)

関係官公庁　　上　田　浩　一　　第五管区海上保安本部交通部長

　　〃　　　　宮　本　順　之　　神戸海上保安部長

　　〃　　　　上　原　修　二　　近畿地方整備局港湾空港部長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　君島　伸治　港湾空港整備・補償課長)

　　〃　　　　松　木　隆　一　　神戸市港湾局副局長

　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　門　誠治　港湾計画課長)

オブザーバー　内　田　　　宏　　(株)東洋信号通信社関西地区担当マネージャー

委　託　者　　松　本　英　雄　　近畿地方整備局 神戸港湾事務所所長

　　〃　　　　河　崎　尚　弘　　　　　　　　　〃 　　　　　　副所長

　　〃　　　　藤　倉　永　大　　　　　　　　　〃 　　　　　　先任建設管理官

　　〃　　　　平　岩　　　準　　　　　　　　　〃 　　　　　　先任建設管理官

　　〃　　　　小　嶋　俊　博　　　　　　　　　〃 　　　　　　工務係長

　　〃　　　　二　田　義　規　　　　　　　　　〃 　　　　　　建設管理官

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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委　託　者　　石　堂　聡　大　　近畿地方整備局 神戸港湾事務所建設管理官

　　〃　　　　矢　幡　圭　司　　　　　　　　　〃 　　　　　　建設管理官

　　〃　　　　菅　沼　匠　人　　　　　　　　　〃 　　　　　　技官

　　〃　　　　長　尾　陽　飛　　　　　　　　　〃 　　　　　　技官

　　〃　　　　松　尾　光　起　　　　　　　　　〃 　　　　　　技官

　　〃　　　　有　松　　　勇　　　　　　　　　〃 　　　　　　技官

関係事業者　　（近畿地方整備局 浪速国道事務所）

　　〃　　　　橘　　　和　樹　　建設専門官

　　〃　　　　大　西　康　史　　大阪湾岸道路西伸部出張所所長

関係事業者　　（阪神高速道路(株) 建設事業本部神戸建設部）

　　〃　　　　杉　山　裕　樹　　湾岸西伸第一建設事業所課長代理

事　務　局　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　〃　　　　伊　藤　雅　之　　　　　　　〃　　　　　　上席研究員

　　〃　　　　井　田　英　樹　　　　　　　〃　　　　　　事業部長

　　〃　　　　渡　川　　　明　　　　　　　〃　　　　　　研究部長

　　〃　　　　宇出津　弘　昭　　　　　　　〃　　　　　　総務部長

　　〃　　　　藤　原　　　昇　　　　　　　〃　　　　　　事業部長代理

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ
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第９１回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和４年４月１５日（金）１１:５５～１２:３５

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　(順不同・敬称略）　　　　　は欠席者　　 

　　　　　　　　　　　村　井　五　郎　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　久　保　雅　義　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　高  濱　洋  嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　弘　樹　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）理事会等の開催について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　理事会等の開催について

６　議 事 概 要

　　　村井議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）理事会等の開催

　　について説明があった。特に意見等はなく承認された。議題（３）その他について、次

　　回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理事より説明があった。

以　上　

議　　　  長
代 表 理 事
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３１回通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和４年５月１８日（水）　１２時００分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２時５０分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル４階海王の間

３　理　事　数　　１７名

　　出 席 理 事　　１４名　

　（１）会場出席理事　１３名

　　　村　井　五　郎　　　久　保　雅　義　　　高　濱　洋　嘉　　　奥　原　德　男

　　　大　東　洋　治　　　葛　西　弘　樹　　　森　下　貴　史　　　村　岡　　　博

　　　望　月　　　誠　　　猪　飼　秀　明　　　德　丸　健　嗣　　　幡　中　宣　夫

　　　菅　野　　　亘

　（２）ＷＥＢ出席理事　１名

　　　笹　井　　　徹

４　監　事　数　　３名

　　出 席 監 事　　２名　　

　　　藤　井　寿　夫　　　渡　邉　康　夫

５　議　　　案

　　　第１号議案　令和３年度事業報告及び決算について

　　　第２号議案　第１１回定時総会の開催について

　　　第３号議案　規程の一部改正について

　　　第４号議案　入会申し込み承認について

　　　第５号議案　その他

６　報 告 事 項

　　　代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について

７　議事の経過概要及びその結果

　　　１２時００分に開会、事務局から本日の出席理事は、会場出席１３名、ＷＥＢ会議シ

　　ステム出席１名の計１４名で、ＷＥＢ会議システムが出席者の音声と映像が即時に他の

　　出席者に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとなっていることが確認

　　されたことから、理事総数１７名の過半数に達しており、定款第４２条（定足数）の規

　　定により本理事会が成立する旨報告した。
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 　 定款第４１条の規定に基づき村井会長が議長となり、挨拶を行った後、本日の議事録の

　　署名について定款第４５条に基づき、代表理事の村井五郎会長と出席監事の藤井寿夫氏

　　及び渡邉康夫氏が行うこととして議事の審議に入った。

　　

〇　第１号議案　令和３年度事業報告及び決算について

　　　事務局から令和３年度事業報告及び決算について、資料１に基づいて説明を行っ

　　た。

　　　次いで、渡邉監事から令和４年４月２１日に監査を実施した結果、財産、会計及び業

　　務の執行状況について、適正、正確であった旨の監査報告が行われた後、議長が質疑

　　の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決され

　　た。

〇　第２号議案　第１１回定時総会の開催について

　　　事務局から第１１回定時総会の開催について、資料２に基づき説明を行った後、議長

　　が質疑の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可

　　決された。

〇　第３号議案　規程の一部改正について

　　　事務局から規程の一部改正について資料３に基づき説明を行った後、議長が質疑の

　　有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決され

　　た。

〇　第４号議案　入会申し込み承認について

　　　事務局から入会申し込み承認について資料４に基づき説明を行った後、議長が質疑

　　の有無を確認した上で議案の可否を諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決され

　　た。

〇　第５号議案　その他

　　　議長がその他何かないか各理事及び監事に諮ったところ、議場からの発言はなか

　　った。

　　　提出議案全ての審議終了後、代表理事及び業務執行理事の職務執行状況について、

　　席上配付の資料５に基づき奥原専務理事から報告がなされた。
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　　　以上をもって、議長は本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１２時５０分に閉

　　会した。

　　　以上、この議事録が正確であることを証するため、出席した代表理事及び監事は記

　　名押印する。

　　　　　　　　　　　　令和４年５月１８日

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　代表理事　　　  村　　井　　五　　郎

　　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　藤　　井　　寿　　夫

         

　　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　渡　　邉　　康　　夫
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第９２回　業務運営会議

１　日　　　時　　令和４年５月２５日（水）１１:５５～１２:３０

２　場　　　所　　商船三井ビル　４Ｆ　会議室

３　出　席　者　　(順不同・敬称略）　　　　　は欠席者　　 

　　　　　　　　　　　村　井　五　郎　　(公社)神戸海難防止研究会会長

　　　業務執行理事　　奥　原　徳　男　　(公社)神戸海難防止研究会専務理事

　　　構　 成 　員　　久　保　雅　義　　神戸大学名誉教授

　　　　　 〃 　　　　高  濱　洋  嘉　　内海水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　望  月  　　誠　　大阪湾水先区水先人会会長

　　　　　 〃 　　　　葛　西　弘　樹　　(一社)日本船長協会会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代理　松岡　耕太郎　技術顧問)

　　　　　 〃 　　　　森　下　貴　史　　(株)商船三井関西支店長

　　　　　 〃 　　　　菅　野　　　亘　　川崎汽船(株)関西支店副支店長

　　　　　 〃 　　　　徳　田　健　二　　日本郵船(株)関西支店長

　　　　　 〃 　　　　藤　井　寿　夫　　(株)神戸製鋼所顧問

　　　事　 務 　局　　宇出津   弘 昭　　(公社)神戸海難防止研究会総務部長

　　　　　 〃 　　　　井　田　英　樹　　(公社)神戸海難防止研究会事業部長

４　議　　　題

　　（１）業務報告等について

　　（２）第１１回定時総会及び第３２回通常理事会について

　　（３）その他

５　資　　　料

　　席上配布

　　　資料１　業務報告等

　　　資料２　第１１回定時総会及び第３２回通常理事会について

６　議 事 概 要

　　　村井議長の挨拶があり、引き続き議事に入った。

　　　奥原業務執行理事より、議題（１）業務報告等について、議題（２）第１１回定時総

　　会及び第３２回通常理事会について説明があった。特に意見等はなく承認された。議

　　題（３）その他について、次回の業務運営会議等の開催予定日について奥原業務執行理

　　事より説明があった。

以　上　

議　　　  長
代 表 理 事
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第１１回　定時総会議事録

１　日　　　時　　令和４年６月１７日（金）　１６時００分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時２８分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　　　　　　４階瑞天中・西の間

３　正会員総数　　１０８名

４　出席正会員数　　９５名

　　うち、出席者１９名、書面表決賛成者７１名、表決委任者５名

５　出 席 理 事　　　　７名　

　　　村　井　五　郎　　　望　月　　　誠　　　奥　原　德　男　　　村　岡　　　博

　　　葛　西　弘　樹　　　德　丸　健　嗣　　　菅　野　　　亘

６　出 席 監 事　　　　２名　　

　　　藤　井　寿　夫　　　渡　邉　康　夫

７　議　　　案

　　　第１号議案　令和３年度事業報告及び決算について

　　　第２号議案　役員（理事・監事）の選任について

　　　第３号議案　その他

８　議事の経過概要及びその結果

　　１６時００分に開会

　　　事務局から本日の出席正会員は９５名であり、正会員総数１０８名の過半数を超えて

　　いるので、定款第２１条の規定により本総会が成立する旨報告が行われた。

　　　次いで、総会の開会にあたり村井会長から挨拶が行われた。

　　　事務局は、定款第１９条の規定に従い議長の選任を議場に諮った結果、村井会長が選

　　ばれて議長になった。

　　　議長は、議事録署名人について議場に諮り、出席会員の中から議長の村井五郎氏、

　　奥原德男氏及び藤井寿夫氏を選任し、議案の審議に入った。
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〇　第１号議案　令和３年度事業報告及び決算について

　　　事務局から令和３年度事業報告及び決算について、資料１に基づいて説明が行われ

　　た。

　　　次いで、渡邉監事が令和４年４月２１日に監査を実施した結果、財産、会計及び業務

　　の執行状況について、適正、正確であった旨の監査報告が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第２号議案　役員（理事・監事）の選任について

　　　事務局から現在就任中の理事及び監事の任期は、本年度定時総会までとなってお

　　り（補欠理事、補欠監事を含む）、理事１８名及び監事３名が本日開催の第１１回定時

　　総会の議決によって選任される旨の説明後、資料２に基づいて新理事並びに重任を依

　　頼している理事及び監事について説明を行うとともに定款第３２条の理事、監事の任期

　　について説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第３号議案　その他

　　　議長が、他に議案はないか発言を求めたところ、事務局から他に議案はないと報告

　　が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　

　　　以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時２８分に閉会

　　した。

　　　　　　　　　　　　令和４年６月１７日

　　　　　　　　　　　　　議　　 　 長　　　　村　　井　　五　　郎　　

　　　　　　　　　　　　　議事録署名人        奥　　原　　德　　男

                     　   議事録署名人　　　　藤　　井　　寿　　夫
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総会の模様
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公益社団法人 神戸海難防止研究会

第３２回　通常理事会議事録

１　日　　　時　　令和４年６月１７日（金）　１６時３５分から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６時５５分までの間

２　場　　　所　　神戸市中央区波止場町５番６号

　　　　　　　　　神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　　　　　　４階瑞天中・西の間

３　理　事　数　　１８名

　　出 席 理 事　　１２名　

　（１）会場出席理事　１１名

　　　大　泉　　　勝　　　村　井　五　郎　　　石　田　廣　史　　　奥　原　德　男

　　　望　月　　　誠　　　村　岡　　　博　　　坪　上　浩　治　　　近　藤　宏　一

　　　德　丸　健　嗣　　　中　村　紳　也　　　菅　野　　　亘

　（２）ＷＥＢ出席理事　１名

　　　幡　中　宣　夫

４　監　事　数　　３名

　　出 席 監 事　　２名　　

　　　藤　井　寿　夫　　　渡　邉　康　夫

５　議　　　案

　　　第１号議案　代表理事会長、副会長及び業務執行理事の選定について

　　　第２号議案　業務運営会議構成員の委嘱について

　　　第３号議案　入会申し込みの承認について

　　　第４号議案　常勤役員等の退職慰労金について

　　　第５号議案　その他

６　議事の経過概要及びその結果

　　　１６時３５分に開会、事務局から本日の出席理事は、会場出席１１名、ＷＥＢ会議シ

　　ステム出席１名の計１２名で、ＷＥＢ会議システムが出席の音声と映像が即時に他の出

　　席者に伝わり、適時的確な意見表明が互いにできる仕組みとなっていることが確認さ

　　れたことから、理事総数１８名の過半数に達しており、定款第４２条（定足数）の規定

　　により本理事会が成立する旨報告した。

　　　定款第４１条の規定に基づき会長が議長となり議事の審議に入るところであるが、本

　　通常理事会は理事全員改選直後の理事会に当たることから、理事会運営規程第６条第
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　　２項の後段の規定により議長の推薦等を議場に諮ったところ事務局が推薦した大泉理

　　事が選任され、本日の議事録署名人に関して定款第４５条に基づき、理事の村井五郎理

　　事及び本日の第1号議案において代表理事に選任された方と出席監事の藤井寿夫氏、渡

　　邉康夫氏にお願いして議事の審議に入った。

〇　第１号議案　代表理事会長、副会長及び業務執行理事の選定について

　　　第１１回定時総会において、理事１８名及び監事３名の選任が了承されたことから、

　　事務局から資料１により定款第２７条に基づき、代表理事会長、副会長及び業務執行理

　　事の選定について、説明が行われた。

　　　また、代表理事会長について、本年４月１８日に役員候補者評価委員会を開催し、同

　　委員会から適任である旨の評価を得たことを報告した。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第２号議案　業務運営会議構成員の委嘱について

　　　第１１回定時総会において、理事全員の選任が了承されたことから、事務局から資料

　　２により業務運営会議規程第３条第２項に基づき、業務運営会議構成員として資料２

　　のとおり委嘱することの同意を求めたい旨の説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第３議案　入会申込みの承認について

　　　事務局から入会希望者について資料３により説明するとともに、本会への入会は、

　　定款第８条第１項に基づき、理事会において入会の可否を決定する必要がある旨説明

　　が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。

〇　第４号議案　常勤役員等の退職慰労金について

　　　事務局から資料４により退職する村井前会長に役員等の報酬等及び費用に関する規

　　則第５条第３項に基づき、退職慰労金を支給する旨の説明が行われた。

　　　議長が、質疑を議場に求めたところ、特に発言がなかったことから議案の可否を議

　　場に諮ったところ、満場一致で原案のとおり可決された。
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〇　第５号議案　その他

　　　議長が、他に議案はないか発言をもとめたところ、事務局から他に議案はないと報

　　告が行われ、また、議場からの発言もなかった。

　　　以上で、議長は、本日の議案審議の全部が終了した旨を告げ、１６時５５分に閉会

　　した。

　　　　　　　　　　　　令和４年６月１７日

　　　　　　　　　　　　　

議　　長
　　　　　　　　　　　　　

代表理事
　　　　大　　　泉　　　　　　　勝

　　　　　　　　　　　　　代表理事　　　　村　　　井　　　五　　　郎

　　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　藤　　　井　　　寿　　　夫

　　　　　　　　　　　　　監　　事　　　　渡　　　邉　　　康　　　夫
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第１３回　船舶交通と人工知能（AI）に関する一考
　

海上保安大学校名誉教授 　 

神戸大学客員教授　　　

松　本　宏　之　 　　
　　　

　チェスの世界チャンピオンがIBMのコンピュータ（Deep Blue）に負けたという衝撃的なニ

ュースが流れたのは今から２０数年前のことであるが、現在では囲碁や将棋の対戦でも人工

知能（AI）を駆使したコンピュータがプロ棋士を破るレベルまで達しているといわれてい

る。若くして将棋界で五冠となった藤井聡太棋士が、人工知能を活用したコンピュータソ

フトを活用して研究していることは有名で、ときに対局の解説者がびっくりするような思

いもよらぬ妙手を打つこともある。車社会でも運転の自動化に人工知能を搭載したコンピ

ュータシステムは必須アイテムで、その技術開発に各自動車会社は鎬ぎを削っている。２

年前に購入した私の自家用車でさえ、人や車や自転車を認知して自動でブレーキがかか

り、高速道路ではアクセルが自動調整されて前方の車との距離を一定に保ちながら、カー

ブではハンドルがひとりでに動いてスムーズな運転を手助けしてくれる。

　船舶の分野でも自動運航船の実用化を目指しており（第５期国土交通省技術基本計画に

よれば２０２５年までに）、国際海事機関（IMO）においては各種の条約等の見直しが行われ

て新たな規則が策定される予定である。自動運航船の自動化レベルは、人間とのかかわり

の度合いにより分類されており、部分的な自動化により船上にいる船員の意思決定支援や

業務代替の機能を有するレベルのものから、船員が関与することなく完全に自律化した船

舶のシステムが自ら判断して操船するレベルのものまで、さまざまな船舶の運航形態が想

定されている。

　ところで、自動運航を可能にする人工知能とは、いったいどのようなものであろうか。

わかりやすくいえば、人工知能とは人間が有する学習、推論、判断などの知能をもつコン

ピュータシステムのことである。現段階の人工知能は第三世代のもので、高度な学習機能

により認識、分析、予測、意思決定を行うことができ、深層学習（ディープラーニング）

により自ら進化するレベルに達している。したがって、人工知能は得られた情報から人間

より優れた判断を行えるようになり、様々な分野でイノベーションを起こしている。

　ときに第二世代の話になるが、２０年以上前に「法律人工知能」（創成社）という本を共

著で出版したことがある。法律という典型的な文系の分野と人工知能という最先端の理系

の分野を一緒にした書名なので一風変わった感じはするが、実は世の中の職業の多くは理

系文系の枠を超えた知識を必要とするので、このような学際的研究もけっして不思議なこ

とではない。第二世代の人工知能は、ブラックボックス化している知識と思考プロセスを

解明し、各分野の専門家のように問題解決するエキスパートシステムの構築を目指してい

た。法律の分野でいえば、裁判官や弁護士が頭のなかで行う複雑な法的思考をコンピュー

船 舶 交 通 随 感
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タ上で実現しようとするもので、中核部分は法律の専門家の知識をルール化した法的知識

ベースと、人工知能専用のプログラムである推論エンジンから構成される。当時の研究で

は、海上交通法の条文、法解釈、判例、学説などをルール化することにより、コンピュー

タ上でも一定レベルの法的判断が可能であることがわかった。

　この法律エキスパートシステムの構築で興味深かったのは、単に法律の条文だけをルー

ル化しても専門家レベルの法適用はできないということである。例えば、海上衝突予防法

第３９条には、船員の常務として必要とされる注意を怠ることによって生じた結果につい

て、責任を免除するものではないという内容が規定されているが、そのままコンピュータ

に入力しても、船員の常務に違反すれば責任をとらされるという警告的な意味しか認識で

きない。したがって船員の常務として必要とされる注意を怠ることとはどんなことなの

か、罰則があるわけではないのに責任を免除するものではないとは何を意味するのか等を

網羅的に明文化した上で、IF-THENルールに変換してコンピュータに入力しなければなら

ず、気の遠くなるほどの労力を要する作業が必要となる。法律の条文は日本語で書かれて

いるので読めるには読めるのであるが、現実は難解な法概念や馴染みにくい法令用語も使

われており、初心者にとって法適用は容易ではない。さらに何度か専門家証人として裁判

に出廷したことがあるが、一般に検察官と弁護人の法解釈や法的推論が異なっており、法

的に妥当な主張が複数あることもわかる。

　さて、自動運航船にとって人工知能が活躍する場面の一つとして避航操船があり、例え

ば相手船と接近した場合に、衝突危険度などを計算して最適な針路・速力を選択すること

によって衝突を回避することができる。人工知能を活用した避航操船研究は、すでに大学

や企業などの共同研究として着手されており、深層学習などを駆使して最適な避航操船を

探索し、加えて、長年の経験に基づいて培ってきたベテランの船乗り特有の操船方法も組み

入れ、安全性と経済性に優れた衝突回避行動を実現できる自律型の操船プログラムが開発

されているようである。当然、そのプログラムには海上衝突予防法ほかのルールが読み込ま

れていると思われるが、例えば海上衝突予防法第８条に規定されている衝突を避けるため

の動作は、大小さまざまな船舶との多種多様な見合い関係において、どのタイミングでど

のようにとられるのかなど、「できる限り、十分に余裕のある時期に、船舶の運用上の適切

な慣行に従ってためらわずにとらなければならない」という抽象的なルールを実行するため

の具体的基準が問題となるであろう。それは実践の場においても有効なものでなければな

らないが、同時に裁判や海難審判の論証の場でも肯定されうるものでなければならない。

　一方、無人運航船プロジェクトのトライアルでは、漁船群と接近した際に自動避航プロ

グラムがうまく対応できなかったという報告もあり、また人工知能の長年の懸案になって

いるトロッコ問題（ブレーキの壊れたトロッコがそのまま進めば５人が犠牲になり、故意

に行き先を曲げれば1人が犠牲になる場合、どちらを選択するかという問題）のようなもの

もあり、解決すべき技術的課題や法的課題などが山積しているのが現状であろう。しかし

ながら前述の著書の共同研究者が、人工知能でできないことはおそらくないだろうと豪語

していたのを思い出す。無限の可能性を有する人工知能によって、どうか悲惨な海難を１

件でも少なくしていただきたいものである。



－43－

○　事 務 日 誌 抄

（Ｒ４．４．１～Ｒ４．６．３０）

月 日 曜日 時間 委 員 会 名 実 施 場 所

　4.15

4.21

4.27

5.18

5.25

5.25

5.27

6.17

6.17

（金）

（木）

（水）

（水）

（水）

（水）

（金）

（金）

〃

1155

1530

1500

1200

1155

1500

1500

1600

1635

商船三井ビル会議室

神戸海難防止研究会会議室

神戸市勤労会館

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

商船三井ビル会議室

神戸市勤労会館

三宮研修センター

神戸メリケンパークオリエンタルホテル

　　　　〃

第91回業務運営会議

令和3年度業務・会計監査

第90回月例会

第31回通常理事会

第92回業務運営会議

第91回月例会

神戸港海上工事に伴う船舶航行安全対策検討

調査（護岸築造編）第2回委員会

第11回定時総会

第32回通常理事会
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